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「
２
０
１
０
石
鳳
祭
」
が

１０
月
９
、
１０
の
両
日
、
盛
大

に
開
か
れ
た
。
当
日
は
家
族

連
れ
の
石
巻
市
民
や
本
学
卒

業
生
、
受
験
生
な
ど
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
だ
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
逢
―

あ
い
―
」
。
Ｓ
・
Ｗ
・
Ｏ
の

華
や
か
な
演
奏
と
鏡
開
き
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
幕
が
開
い
た
。
各
サ

ー
ク
ル
の
模
擬
店
や
企
画
展

示
、
市
民
に
よ
る
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

ま
た
、
地
場
産
品
フ
ェ
ア

で
は
、
軽
食
か
ら
ス
イ
ー
ツ

ま
で
、
食
欲
を
そ
そ
る
食
べ

物
が
た
く
さ
ん
並
び
、
終
日

訪
れ
る
人
が
絶
え
な
か
っ

た
。こ

の
ほ
か
、
お
笑
い
ラ
イ

ブ
や
ハ
ス
キ
ー
な
歌
声
が
魅

力
の
Ｙ
Ｕ
―
Ａ
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
。

千
田
英
輝
石
鳳
祭
実
行
委

員
長
（
理
工
３
・
宮
城
県
古

川
学
園
高
）
は
「
４７
人
の
実

行
委
員
を
は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
々
や
関
係
す
る
皆

さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、

成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

南
東
北
大
学
野
球
秋
季
リ

ー
グ
戦
の
最
終
戦
が
９
月
２６

日
、
い
わ
き
市
平
野
球
場
で

行
わ
れ
、
硬
式
野
球
部
は
首

位
で
並
ん
で
い
た
東
日
本
国

際
大
に
２
―
１
で
勝
利
。
リ

ー
グ
戦
を
８
勝
２
敗
で
終

え
、
３
季
ぶ
り
５
度
目
の
優

勝
を
飾
っ
た
（
秋
季
は
２
度

目
）。石

巻
専
大
・
高
橋
祐
太

（
経
営
３
・
宮
城
県
石
巻
商

業
高
）
、
国
際
大
・
中
条
が

先
発
し
、
息
詰
ま
る
投
手
戦

と
な
っ
た
。

６
回
裏
、
２

死
２
塁
か
ら

代
打
・
熊
田

亘
（
経
営
３

・
秋
田
県
秋

田
中
央
高
）

の
三
塁
打
で

待
望
の
１
点

を
先
取
し
、

そ
の
ま
ま
逃

げ
切
る
か
と

思

わ

れ

た

が
、
８
回
表
に
ス
ク
イ
ズ
で

同
点
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
裏
１
死
満
塁
か
ら
遠
藤

憲
治（
経
営
２
・
宮
城
県
石
巻

工
業
高
）
の
犠
牲
フ
ラ
イ
で

勝
ち
越
し
。
９
回
２
死
２
塁

の
ピ
ン
チ
は
リ
リ
ー
フ
・
笠

原
拓
海（
経
営
１
・
山
形
県
新

庄
東
高
）が
三
振
で
締
め
た
。

硬
式
野
球
部
は
こ
の
後
、

明
治
神
宮
大
会
出
場
を
か
け

て
１０
月
２２
日
か
ら
２４
日
ま
で

仙
台
市
民
球
場
で
行
わ
れ

る
、
東
北
地
区
代
表
決
定
戦

に
出
場
す
る
。
初
戦
の
相
手

は
仙
台
六
大
学
野
球
連
盟
２

位
の
東
北
学
院
大
。

生
物
生
産
工
学
科
２
年
次

生
対
象
の
「
臨
海
実
習
Ⅱ
」

と
３
年
次
生
対
象
の
「
臨
海

実
習
Ⅲ
」
が
９
月
に
相
次
い

で
行
わ
れ
た
。

「
臨
海
実
習
Ⅱ
」
は
１６
日

か
ら
１８
日
ま
で
の
３
日
間
、

宮
城
県
東
松
島
市
の
「
宮
城

県
松
島
自
然
の
家
」
で
行
わ

れ
、
約
３０
人
の
学
生
が
参
加

し
た
。
「
海
の
生
物
の
神
秘

に
迫
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
マ

ガ
キ
の
発
生
、
魚
介
類
の
生

理
実
験
、
寄
生
虫
の
採
集
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
。

「
臨
海
実
習
Ⅲ
」
は
１４
日

か
ら
１６
日
ま

で

の

３

日

間
、
同
県
南

三

陸

町

の

「
自
然
環
境

活
用
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
で

行
わ
れ
た
。

参
加
学
生
は

約
５０
人
。
寄

生
虫
の
観
察

実
験
や
海
洋

観
測
デ
ー
タ

の
分
析
を
中
心
に
実
習
を
行

っ
た
。

経
営
学
部
の
李
東
勲
准
教

授
の
ゼ
ミ
生
た
ち
が
石
巻
市

内
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て

オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
ン
テ
ナ
・

ジ
ュ
ー
ス
カ
フ
ェ

ほ
ー
ぷ

す
」
（
小
野
寺
佳
祐
社
長
∥

経
営
３
・
宮
城
県
東
北
高
）

が
１０
月
に
開
業
１
周
年
を
迎

え
た
。

１
周
年
を
記
念
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。

２
、
３
の
両
日
は
石
巻
産
の

無
農
薬
野
菜
の
販
売
や
水
産

物
の
缶
詰
を
使
っ
た
４
メ
ニ

ュ
ー
の
試
食
会
を
開
催
。

９
、
１０
の
両
日
は
地
元
商
店

街
の
感
謝
祭
で
チ
ャ
ウ
ダ
ー

を
販
売
し
た
。
ま
た
、
２４
、

２５
の
両
日
に
は
昭
和
３０
年
代

の
石
巻
の
中
心
商
店
街
の
写

真
を
展
示
す
る
「
石
巻
モ
ノ

ク
ロ
写
真
展
」を
開
催
す
る
。

同
店
は
石
巻
の
市
街
地
活

性
化
に
一
役
買
お
う
と
オ
ー

プ
ン
。
野
菜
や
果
物
の
し
ぼ

り
立
て
ジ
ュ
ー
ス
が
看
板
商

品
で
、
好
評
を
得
て
い
る
。

２
０
１
０
年
度
「
化
学
系

学
協
会
東
北
大
会
」
（
日
本

化
学
会
東
北
支
部
、
東
北
支

部
化
学
教
育
協
議
会
主
催
）

が
９
月
２５
、
２６
の
両
日
、
盛

岡
市
の
岩
手
大
学
工
学
部
で

開
催
さ
れ
た
。
研
究
者
や
教

員
、
大
学
生
ら
が
化
学
や
理

科
教
育
に
関
す
る
口
頭
発

表
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行

い
、
本
学
理
工
学
部
の
２
人

の
学
生
が
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

を
受
賞
し
た
。

受
賞
し
た
の
は
佐
々
木
涼

さ
ん
（
理
工
４
・
宮
城
県
河

南
高
、
現
・
石
巻
北
高
）
と

斉
藤
諒
輔
さ
ん
（
同
・
福
島

県
尚
志
高
）
。
佐
々
木
さ
ん

は
「
国
産
緑
茶
お
よ
び
飲
用

緑
茶
の
多
元
素
分
析
」
を
、

斉
藤
さ
ん
は
「
抹
茶
に
含
ま

れ
る
元
素
の
バ
イ
オ
ア
ク
セ

シ
ブ
ル
な
割
合
の
評
価
」
を

テ
ー
マ
に
福
島
美
智
子
研
究

室
で
の
研
究
の
成
果
を
ま
と

め
、
分
析
化
学
部
門
で
発

表
。
発
表
総
数
３
１
７
件
の

中
、
高
い
評
価
を
受
け
た
。

学
内
で
の
火
災
を
想
定
し

て
、
学
生
、
教
職
員
に
よ
る

避
難
訓
練
が
９
月
２２
日
に
実

施
さ
れ
た
∥
写
真
。

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る

宮
城
県
沖
地
震
に
備
え
た
防

災
訓
練
の
一
環
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
学
生
、
教
職
員
と

も
真
剣
な
様
子
で
訓
練
に
参

加
し
た
。

学
内
放
送
に
よ
っ
て
、
約

８
０
０
人
の
学
生
た
ち
が
す

み
や
か
に
指
定
さ
れ
た
陸
上

競
技
場
に
避
難
し
た
。

訓
練
後
、
坂
田
隆
学
長
か

ら
日
ご
ろ
の
防
災
意
識
の
持

ち
方
と
今
回
の
訓
練
に
つ
い

て
講
評
が
述
べ
ら
れ
た
。

大
学
が
行
っ
て
い
る
最
先

端
の
研
究
成
果
を
小
学
生
に

紹
介
す
る
「
ひ
ら
め
き
☆
と

き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
～
よ
う

こ
そ
大
学
の
研
究
室
へ
」
が

９
月
２２
日
、
本
学
で
開
催
さ

れ
た
。
石
巻
市
立
雄
勝
小
学

校
と
女
川
町
立
女
川
第
一
小

学
校
の
５
、
６
年
生
５５
人
が

参
加
し
た
。

「
た
め
し
て
み
よ
う

電

気
の
力
・
セ
ン
サ
ー
の
は
た

ら
き
」
を
テ
ー
マ
に
４
つ
の

理
科
実
験
が
行
わ
れ
た
。
理

工
学
部
の
中
込
真
二
教
授
、

山
本
憲
一
教
授
、
指
方
研
二

准
教
授
、
高
橋
智
助
教
が
講

師
を
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
電
池

や
電
流
に
関
す
る
授
業
を
展

開
。
学
生
も
児
童
の
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
活
躍
し
た
。

模
型
の
燃
料
電
池
車
を
組

み
立
て
て
走
ら
せ
た
り
、
１０

円
硬
貨
と
１
円
硬
貨
を
重
ね

て
作
っ
た
電
池
で
電
子
オ
ル

ゴ
ー
ル
を
鳴
ら
し
た
り
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
は
科
学
の

面
白
さ
を
体
感
し
た
。

女
性
の
犯
罪
被
害

防
止
対
策
を
学
ぶ

女
子
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス

女
子
学
生
の
防
犯
意
識
を

高
め
、
女
性
被
害
を
防
止
す

る
事
を
目
的
と
し
た
「
女
子

学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
９
月

２２
日
、
学
内
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
全
国

的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
、
女
子
大
生
を
対
象
と

し
た
強
制
わ
い
せ
つ
・
痴
漢

・
Ｄ
Ｖ
等
の
犯
罪
に
対
す
る

予
防
対
策
を
学
び
、
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
今
回
初

め
て
企
画
さ
れ
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
宮
城

県
警
察
本
部
と
石
巻
警
察
署

か
ら
現
役
の
警
察
官
を
講
師

に
招
い
て
女
性
被
害
の
現
状

と
予
防
策
、
ま
た
、
万
が
一

被
害
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た

際
の
対
処
法
等
に
つ
い
て
、

実
演
を
交
え
な
が
ら
学
ん

だ
。

本
学
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
企
画
が
石
巻
市
役

所
で
実
施
さ
れ
、
多
く
の
市

民
が
聴
講
に
訪
れ
て
い
る
。

９
月
２４
日
に
は
「
基
礎
理

カ
フ
ェ
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
第
１
回
と
な
る
こ
の
日

は
、
理
工
学
部
の
福
島
美
智

子
教
授
が
「
カ
ナ
ダ
で
の
研

究
―
石
巻
の
海
の
い
き
も
の

―
」
を
テ
ー
マ
に
、
カ
ナ
ダ

渡
航
時
の
研
究
成
果
と
街
で

の
生
活
の
様
子
な
ど
を
紹
介

し
た
。
「
基
礎
理
カ
フ
ェ
」

は
１２
月
１７
日
ま
で
毎
週
金
曜

日
（
１２
月
３
日
を
除
く
）
開

催
さ
れ
る
。

ま
た
、
９
月
２６
日
に
は「
石

巻
の
水
産
業
の
現
状
と
課
題

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に「
石

巻
市
民
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開

催
。
石
巻
の
水
産
業
が
目
指

す
方
向
性
に
つ
い
て
、
理
工

学
部
の
高
崎
み
つ
る
教
授
、

経
営
学
部
の
丸
岡
泰
准
教
授

ら
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
意
見

を
述
べ
た
。

�
火
災
避
難
訓
練
�を
実
施

「臨海実習」

寄生虫の採集・観察

▲ 海中の生物を採取し、データ

を記録する学生たち

２、３年次生対象

生物生産工学科

▲ 石巻特産のほやを使った

料理も注目された

▲ ２日間とも多くの来場者

が詰め掛けた

テーマは「逢―あい―」

開業１周年で

記念イベント

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

「アンテナ・ジュース

カフェ ほーぷす」

科
学
の
面
白
さ
を
２
校
・

５５
人
の
小
学
生
が
体
感

南
東
北
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦

３
季
ぶ
り
５
度
目
の
優
勝

明
治
神
宮
野
球
大
会
出
場
決
定
戦
へ

▲

学
生
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
興
味
深
く
実
験
を

行
う
児
童
た
ち

▲ 「ミスターコンテスト」ではイケメン№１

を目指し、クイズ企画などに挑戦

「基礎理カフェ」スタート

１０
年
度
化
学
系
学
協
会
東
北
大
会

共 創 研 究 セ ン タ ー ・

サテライトキャンパス企画

理工学部の佐々木さんと斉藤さん

「優秀ポスター賞」受賞

▲ 受賞した佐々木さん（左）と

斉藤さん

▲ 見形仁一監督を胴上げし、

歓喜する選手たち
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